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　西南学院大学にご入学おめでとうございます。皆様のご入学を心からお祝いし、歓迎

いたします。これから始まる学生生活、友との出会い、師との出会い、学問との出会いの

中で、豊かな時間を過ごしてください。

　本学では、ボランティア活動を建学の精神である「西南よ、キリストに忠実なれ」の具

現化並びに大学の社会貢献の一つと位置づけ、学生・教職員等によるボランティア活動

を支援・推進する部署としてキリスト教活動支援課の中にボランティアセンターがあり

ます。ボランティアセンターは、さまざまなボランティアの情報を提供し、皆さんの相談

に応じています。お弁当容器やペットボトルキャップ、古本や古切手などを提供する身

近なボランティアから、学生サポーターで地域の小・中学校で活動するボランティアや

重症心身障害施設の久山療育園でのボランティアもあります。

　本学では、東日本大震災が発生した後から毎年継続して被災地支援活動をしており、昨

年度は東北に４チーム18 名の学生・教職員を送り出しました。また、2017 年に発災した

九州北部豪雨では、東北、熊本でのボランティア活動経験を活かし、福岡県、うきは市、北

九州市立大学、久留米大学、NPO 法人ANGEL WINGS と協働し、全国の学生ボランティ

ア無料宿泊拠点及び情報共有・情報発信の拠点「うきはベース」を運営しました。この拠

点をベースに全国約1,900 名の学生たちが活動し、本学からも、日帰りを含めて446 名

の学生・教職員がこの活動に加わりました。さらに、海外に目を向けると、フィリピンで

活動する海外ボランティア・ワークキャンプが2003 年度から実施されており、今までに

266 名の学生・教職員が活動しました。他にもガイドブックに紹介しているボランティ

ア活動のサークルもあり、皆さんの参加を心待ちにしています。学内だけでなく、学外か

らのボランティア依頼にも対応していて、多くの学生たちが活動しています。

　ボランティアは、子ども・高齢者・地域・環境・国際交流など、幅広い分野で展開され

ています。大学在学中にボランティア活動をすることで、同年齢だけでなく、乳児から高

齢者まで、多くの幅広い年齢の方々や仲間と出会い、社会・地域・施設・行政・企業など

との出会いがあり、視野が拡がることでしょう。自分に合う活動を見つけることで、自分

自身をみつめる良い機会となり、自分の新たな一面と出会えるかもしれません。

　ぜひ、大学入学を機会にボランティア活動を始めてみてください。ボランティアセン

ターは、皆さんをいつも応援しています。

ボランティアセンター長　石森 久広

は じ め に
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ボランティアセンター（通称：ボラセン）とは？

　ボランティアセンターは、ボランティア活動を建学の精神の具現化並びに大学の社会貢

献の一つと位置付け、学生、教職員等によるボランティア活動を支援・促進することを目的

としています。センター内には、職員が常勤していますので、ボランティアをするのが初め

ての方や迷っている方など、どなたでもお気軽にご相談ください。　

【場　 所】　　ボランティアセンター（キリスト教活動支援課）
　　　　　　1 号館 2 階　エレベーター横
　　　　　　TEL 092-823-3662　FAX 092-823-3335
　　　　　　E-mail ： swvoc@seinan-gu.ac.jp
　　　　　　H   P ： http://www.seinan-gu.ac.jp/volunteer/
　　　　　　Facebook：https://www.facebook.com/seinanvoc/

【開室日】　　通常期間　月～金　8：45～17：20
　　　　　　（長期休暇中や行事などで閉室する場合があります）

【休室日】　　土曜日、日曜日、国民の祝日、学院創立記念日、クリスマス、
　　　　　　年末年始、その他大学が特に定める日

【サポート】　ボランティア活動に関する相談、情報交換会の開催、
　　　　　　ボランティア情報・関連する講演会やイベント情報の発信、
　　　　　　ボランティアグループとの懇談会

【ボラセンが企画するボランティア】
　・東日本大震災ボランティア　　　　　　　・海外ボランティア
　・熊本地震ボランティア　　　　　　　　　・学生サポーター
　・九州北部豪雨ボランティア　　　　　　　・久山療育園ボランティア
　・緊急災害ボランティア　　　　　　　　　・ちょこっとボランティア
　・他機関との連携企画　　　　　　　　　　・その他
　・学内ボランティア

【学内外からの主な依頼】
　・学内の各部署が募集するボランティア
　・イベントのお手伝い（障がい者施設・高齢者施設・学内など）　・街頭募金活動
　・リサイクル、ゴミ拾い　　・地域活性化活動（商店街など）　　・その他

　ボラセンのスタッフは、アドバイスする

だけでなく、皆さんと一緒にボランティア

や活動について、考えていきたいと思って

います。まずは、いつでも気軽にたずねて

きてください。皆さんとお話できるのを楽

しみに待っています!

ボラセンからメッセージ
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ボランティアって、なんだろう？

　高齢者や障がい者、困ってる人の手助け？善意あるお手伝い？

どれも大事なことだけど、専門知識もないし、何だかすごいことの

ようで、想像すればするほど、難しそう・・・

なんて思っている人は多いのではないでしょうか。

それでは、今までにこんな経験はありませんか？

バスの中で自分の席の前にお年寄りが・・・

『席をゆずろうかな、どうしようかなぁ・・』と

ソワソワした経験。

荷物を沢山抱えた人がドアの前で困っている・・・

『扉を開けてあげよう！』と駆け出した経験。

“ほっとけない”“あの人の為に何かしたい・・・”そんな、くすぐったいような、もどかしい

ような、モヤモヤした感覚。それこそが、ボランティアの種。皆さんの心にそっと芽生える

“ボランティアの種”を大事にして、育て、勇気を出して一歩前へ踏み出してみましょう。

“誰かのために”歩みだしたことが、結局は“自分にも何か与えられている”その2 つが同時

に起こる素敵なことが「ボランティア」なのです。

ボランティア活動の4 つの原則

自発性・自主性
〜「やりたい！」想いと初めの一歩を大切に〜

ボランティアは、自分の“やりたい！”想い
を形にして始める活動であり、他からの強
制や義務で行う活動ではありません。決め
るのは自分自身なので、積極的に行動
できます。自分の想いを活動として表
現するので、人の心に働きかける力を
もっています。

　 先駆性・開拓性・創造性
〜アイデアから、より良い地域や社会を創ろう〜

ボランティアは、今目の前にある必要なこ
とに、すぐ手を差し伸べ取り組むことがで
きます。今ある仕組みや発想にとらわれず、
何が必要とされているのかを考えて、新し
く創り出し、新しい仕組みやサービスを生
み出すことができる活動です。結果的に先
駆的で開拓的な分野や活動を担うことにな
ります。

社会性・公益性・連帯性　　
〜みんなのために、みんなで支え合おう〜

ボランティア活動は、一人ひとりの人間を
大切にすると共に、だれもがいきいきと豊
かに暮らせる社会を目指しています。社会
にはさまざま課題があり、すべての課題を
自分一人で解決することは難しいです。多
くの人と出会い、つながり、協力しあい、学
び合って、共に課題を解決する活動です。

無償性・無給性・非営利性
〜お金では買えない目に見えない心の財産〜

ボランティアは、活動を通して、お金では得
ることができない達成感や感動、仲間との
共感、新たな出会い、気づきを得ることがで

きます。個人的な利益や金銭的な報酬
を期待するものではありません。

（ただし、交通費や食費、材料費などの実費弁
償は、有償とはみなしません。）
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ボランティア活動について（相談～活動までの流れ）

①ボラセンに行ってみよう！

　（1 号館2 階エレベーター横）

　ほとんどの人が、大学生になって初め

てボランティアをしています。ボラセン

では、初めての人を対象に講座なども開

催しているので、自分に合う活動や講座

を一緒に探しましょう。

③ボランティア活動について

　報告しよう！

　活動が終了したら、ボラセンまで体験

談をお寄せください。皆さんの体験談が、

次にボランティアをする方への情報源と

して活用されます。

②自分にあうボランティア活動に

　参加してみよう！

　参加したい活動が見つかったら、各自

で団体に申し込みましょう。いよいよ、ボ

ランティア活動の始まりです。申込後は、

各自で大学生としての自覚と責任をもっ

て参加し、急に参加できなくなった場合

も、必ず自分でお詫びの連絡をしましょ

う。困ったことが起きたら、ボラセンへ相

談してくださいね。

※ボランティア登録をしよう！
（5 ページ参照）

※ボランティア活動保険に加入しよう！
（24 ページ参照）
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ボランティア登録について　

ボランティア活動の心構え

　ボラセンには、学内外から様々なボランティアの依頼があります。これらの依頼内容は、

ポータルにアップしたり、ボラセンの掲示板に掲示しています。なお、ボランティア登録を

された方には、定期的にボランティア情報をMoodle からメール配信しています。ぜひ、次

の方法で登録をしてください。

　※ボランティア登録は、年間を通して受付をしています。
　　（登録料・会費などは一切かかりません）

【登録方法】
　E-mail　swvoc-vol@seinan-gu.ac.jp 宛に

　タイトル　「ボランティア登録」

　本文に　①在学番号　②氏名

　をご記入の上、送信してください。
　※メールは、在学番号のアドレスへ配信いたします。

　　　　 《ボラセンのHP からも登録できます》

1、無理せず、背伸びせず、楽しく継続
ふだんの暮らしに支障が出る活動は、長続きしません。自分の出来ること
だけでなく、出来ないことについても活動先には伝え、自分に合った活動
を選びボランティア活動を楽しみましょう。

2、最低限のマナーは守る
小さなことでも、活動先との約束は必ず守りましょう。特に時間厳守を意
識し、遅刻や欠席の場合は、必ず各自で責任をもって活動先に連絡してく
ださい。突然、連絡が途絶えると、活動先は困ります！
最後まで「西南学院大学の学生」である自覚をもって、行動しましょう。

3、身だしなみの確認
申込みの際、活動中の服装についても事前に確認し、特に、必要以上のア
クセサリーは外して活動しましょう。活動前にもう一度、自分の身だしな
みをチェックするよう心がけましょう。

4、秘密厳守（個人情報）
活動を通して知り得た個人情報は口外してはいけません。逆に、自分の連
絡先も活動先の担当者以外に、みだりに教えてはいけません。また、安易
に写真を撮ることは控え、活動先の許可を得てから撮影しましょう。

5、お互い気持ちよく、信頼関係を築こう
様々な思いの人たちが、いろいろな役割で関わっています。相手を尊重し、
協力しながら、コミュニケーションを深め、信頼関係を築いていきましょう。
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②お弁当容器の回収（災害支援金に協力できます）
　お弁当容器を回収し、被災地に災害支援金を届けよう!

　リリパック回収による払戻金が被災地へ送る災害支援金になります。お弁当

を食べ終わったら、赤い（もしくは黒い）フィルムをはがし、白い本体のみを回収

ボックスへ！割れても大丈夫です！

弁当容器1 個が10 円の災害支援金として募金されます。

※生協、クロスプラザで販売されているお弁当のみ

　　　　　【回収ボックス設置場所】

　　　　　　1 号館：2・3 階エレベーターホール、

　　　　　　2 号館：学生ホール、2 階廊下、学術研究所１階ロビー、

　　　　　　西南クロスプラザ１階、西南会館…生協食堂、西棟1 階ラウンジ

□ ちょこボラ（ちょこっとボランティア）

　今すぐ始められ、身近なところから自分のできることを無理なく楽しくマイペースに

お手伝いできる「ちょこボラ」をご紹介します。

（1）被災地を応援するボランティア

①災害支援金
　被災地に災害支援金を送ろう!

　本学では、災害支援金を募って被災地へ届けています。

東日本大震災・熊本地震・九州北部豪雨災害などの
被災地支援金として送金 ほか

　【口座】　西日本シティ銀行西新町支店
　　　　　普通　1569416
　　　　　「学校法人西南学院義援金口」

ボランティア活動

※本・支店窓口（ATMを除く）から振り込む場合は、振込手数料は不要です。

　　※寄付金控除の対象外です。

1

（2）ペットボトルキャップの回収
ペットボトルキャップを回収し、世界の子どもたちにワクチンを届けよう！

　飲み終わったペットボトルのキャップは、回収ボックスへ！

ペットボトルキャップ約2000 個のリサイクル対価が、

一人分のポリオワクチン（約20 円）に相当します。

※リサイクル対価は市況によって変わる場合あり。

【回収ボックス設置場所】

本館、1 号館2 階入口、1 号館3・4・5 階の休憩室、2 号館2・3・4 階、

4 号館1 階、西南会館、体育館前、生協食堂、クロスプラザ、２号館学生

ラウンジほか
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（3）寄付本★プロジェクト
自宅で眠っている不要本を寄付して、奨学基金へつなげよう！

　不要となった古本などを寄付し、奨学基金へつなげるプロジェクトです！

【回収ボックス設置場所】　

学術研究所、コミュニケーションプラザ各階ロビー、

法科大学院事務室内、1 号館2 階ボランティアセンター、

2 号館1 階学生ホール

※業者の回収は、原則、第1 火曜日です。

≪対象となるもの≫

　専門書〜趣味の本までOK・書込みされた本もOK

　CD・DVD・ゲームソフト

≪対象とならないもの≫

（書　　籍）百科事典・同人誌・新聞・個人出版の本・復刻マンガ

（CD/DVD）ケースがない・サンプル・規格品番なし

（4）カンボジア支援（文房具ほか）
SIEC（西南国際教育協力隊）の取り組みについて

　カンボジア支援プロジェクトは、毎年３月と11 月に年2 回カンボ

ジアに渡航して教育支援を行っています。日々の活動では寄付( 赤白

帽子、ノート、筆記用具etc) を募ったり、他大学と共同で会議を行っ

たりして、渡航が迫ると、運動会や授業の準備を行い渡航に備えてい

ます。現地では、都市部にある学校から郊外にある学校まで幅広い地

域の学校で運動会や授業を行っています。

［文房具回収ボックス設置場所］

ボランティアセンター前・西南会館・5 号館心理学実験室前

（5）その他　（古切手・書き損じハガキ）
使用済み切手、書き損じハガキなどを福祉活動や発展途上国の支援活動に役立てよう!
①古切手（使用済み切手）

　封筒やハガキに貼ってある切手を、消印のスタンプ切手周囲1cm を

　残して切り取り、回収ボックスへ！

②書き損じハガキ

　年賀状や通常ハガキで、ミスプリントしてしまったものなど、

　回収ボックスへ！

【回収ボックス設置場所】

　ボラセン前の備え付け回収ボックス

　封筒やハガキに貼ってある切手を、消印のスタンプ切手周囲1cm を

　残して切り取り、回収ボックスへ！

　年賀状や通常ハガキで、ミスプリントしてしまったものなど、

　ボラセン前の備え付け回収ボックス
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□ 東日本大震災ボランティア

　2011 年3 月11 日14 時46 分18 秒に起きた東日本大震災は、東北地方を中心として広

域に渡って甚大な被害をもたらしました。現地の状況は変化していますが、今でもさまざ

まな支援が必要です。本学からも学生や教職員が、ボランティア活動を行っています。

（１）日本バプテスト連盟を通しての活動
2011 年9 月から、毎年実施している活動。現地の教会が交流されている岩手県の大槌町や
宮城県石巻市牡鹿半島で一緒に活動しています。

2011 年度　参加者　  9 チーム　102 名
2012 年度　参加者　10 チーム　116 名
2013 年度　参加者　17 チーム　133 名
2014 年度　参加者　16 チーム　  87 名

2

神学部 神学科　徐　連月

　ボランティアをする前に、色々悩みました。
「つらい経験をした方々に対してどう寄り
添ったら良いのか」、「何をすれば慰めになる
か」．．．疑問を持ったまま、足を東北に踏み出
しましたが、現場を訪問し、現地の方々との
交わりを持つ中で、「喜ぶ人と共に喜び、泣く
人と共に泣きなさい。互いに思いを一つにす
る。」の意味が分かるようになりました 。今回
の活動を通して、大きく学びました。

商学部 商学科　下田あゆみ

　私が東日本大震災ボランティアに参加して
感じたことは、テレビで見るのと自分の目で
現地を見るのでは印象が全く違うということ
で、とても驚きました。テレビで見たときには、
日本で起こっていることだと思えなかった津
波の様子が、現地の方のお話を聴いたり被害
があった場所を見たりすることで現実として
迫ってきて、災害の恐ろしさを感じました。ま
た、復興に向けて自分に出来ることはまだまだ
あるということに気づきました。このボラン
ティアの経験を終わりにせずに、東日本を思い
続け、多くの人に伝えていきたいです。

8年間　延べ活動者　79チーム　629名

2015 年度　参加者　16 チーム　  92 名
2016 年度　参加者　　4 チーム　  42 名
2017 年度　参加者　　3 チーム　  39 名
2018 年度　参加者　　4 チーム　  18 名
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（２）大学間連携災害ボランティアネットワーク（事務局：東北学院大学）
2011 年9 月から、毎年実施している活動。全国130 の大学が連携してネットワークを築き、
全国から集まった学生たちと一緒に活動します。「夏季集中ボランティア２０１８」では、気仙
沼・石巻市雄勝町・亘理郡山元町・石巻市牡鹿半島の4 つのプロジェクトのうち、雄勝町と山
元町での活動に、参加しました。活動内容は、多岐にわたり、毎年、異なります。

（３）ヤングリーダーズ国際研修２０１８in 陸前高田（事務局：岩手大学）
今年は、「防災・減災を資源とした交流と持続可能な社会」を研修
テーマとし、津波災害が縁で陸前高田と姉妹都市となったアメリ
カ・クレセントシティの中高生を対象に、陸前高田の防災・減災資
源を活用した研修を提案するため、留学生、日本人学生が一緒に考
えました。研修中の使用言語は英語と日本語で、留学生・日本人学
生が一緒に、防災・減災についてグローバルな視点で考える活動を
行いました。

文学部 英文学科　岡田笑奈

　やってみないと分からないことは多くありますが、ボランティアも
その一つだと思います。今回私が参加した雄勝町への復興支援ボラン
ティアでは町の方々のお話を聞き、被災地を実際に見て考える機会と
なり、テレビの中の世界のように感じていた震災の現場がより現実味
を持って自分の目の前に現れました。震災から時間が経過した町の人
口減少などの問題点を知り、ボランティアは依然として継続的に必要
とされていることを学びました。また、学生主体のボランティアだっ
たので他大学の人たちとも関わることも多く、尊敬できる人との出会
いもありました。雄勝で学んだことを忘れず、自分の大切な人だけで
なく多くの人に周知していければいいなと思います。

文学部 外国語学科 英語専攻　江口雅孝

　東日本大震災をきっかけに姉妹都市になった岩手県陸前高田市とアメリカのカリフォルニア州ク
レセントシティの中高生向け防災研修プログラムを作成することが今回の目的でした。「明日、自分が
被災者と呼ばれるかもしれない」という当事者意識を持ち、災害を知り備えることの大切さを学びま
した。この研修に参加したことで日頃から備え、いざという時にどう行動すべきか人に言う前にまず
自分ができるようになりたいと思いました。

□ 平成 29 年 7 月九州北部豪雨災害ボランティア

　2017 年7 月5 日から6 日にかけ、福岡県と大分県を中心とする九州北部で猛烈な雨を
継続して降らせたことから、記録的な大雨となり甚大な被害が発生しました。本学も行政
や他大学、NPO 団体などと連携し、学生や教職員を送り出し、ボランティア活動を行って
います。

・東峰村ボランティアセンター　２日間　延べ１１名（職員４名・学生７名）
・うきはベース１st　２４日間　延べ１０８名（職員１６名・学生　９２名）
・うきはベース２nd  ３４日間　延べ２０７名（職員１９名・学生１８８名）　
・うきはベース2018 ２６日間　延べ１２４名（職員　７名・学生１１７名）　※2019 年2 月末現在

3

（４）その他
福岡県や他機関との連携などで実施する活動などがあります。
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（１）東峰村災害ボランティアセンター　宝珠山サテライト
　　（2017.7.16 と7.17 の2 日間）
7 月14 日に開設したばかりの本部で、運営スタッフとして活動。
活動内容：受付係、資材係、物資係に分かれて担当

（２）大学生災害ボランティア支援センター実行委員会主催
　　「うきはベース1st」の歩み
　　　（2017.7.22 から2017.9.18 まで）
①実行委員会運営委員
福岡県、NPO 法人ANGEL WINGS、北九州市立大学、西南学院大学
②「うきはベース1st」とは
うきは市から「ムラおこしセンター」を無料で貸与していただき、
全国からボランティア活動のために来福した大学生の無料宿泊拠
点として整備、また研修及び学生同士の交流などを実施。
期　　間：２０１７年７月２２日〜９月１８日毎日６０日間
利 用 者：全国から９２大学等８７２名
活動内容：ボランティアセンターの運営、泥出し、環境整備、ニーズ
　　　　　調査、交流など

（３）福岡学生災害支援実行委員会主催

①実行委員会運営委員
NPO 法人ANGEL WINGS、北九州市立大学、久留米大学、西南学院
大学（福岡県は委員会メンバーではなく、助成金拠出側として後方
支援）

②「うきはベース2nd」とは
 「うきはベース1st」に引き続き、学生たちの夏休みが終わっても、週末
に継続して活動できるよう、新しい拠点「うきはベース2nd」を設置。
助成金を獲得しながら、元JA にじ山春支店に拠点を移動し活動。
期　　間：２０１７年９月１９日〜２０１８年３月３１日まで週末、祝日、長期休み
利 用 者：全国から３５大学等６７４名
活動内容：泥出し作業、農業支援、仮設住宅支援、イベント支援、松末さいこうプロジェク
　　　　　ト、子ども支援、交流など

③「うきはベース２０１８」とは
２０１８年度も引き続き、月２回、週末に「うきはベース2nd」で活動。
西日豪雨災害により、再度被災した朝倉市杷木地区を中心に活動を継続。地域の方々に寄
り添い、交流しながら現在も活動している。
期　　間：２０１８年４月〜２０１９年３月
活動内容：松末地区、東林田地区、志波地区などとの交流、支援活動など
　　　　　杷木復興支援ベースを通しての活動、プレーパーク活動、統合した杷木小学校で
　　　　　の学習サポートなど

国際文化学部 国際文化学科　武藤有紀

　私は昨年の8 月と10 月にうきはベースの活動に参加しました。九州北部豪雨から一年以上が経っ
た今でも、実際に現地へ行くと被害の爪痕があちこちに見られ、復興の大変さを実感しました。しか
し、その中でも復興へ向けて前を向いて進んでいく現地の方の姿があり、私自身とても元気をもらい
ました。私は今回初めてボランティアに参加しましたが、自分を成長させる大変貴重な経験ができた
と思います。今後も継続して活動していきたいです。
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　学生たちは、実際に被災地の状況を見て、感じ、被災地の皆さんと交流し、活動する中で、
さまざまな想いを抱いて帰ってきました。学生たち一人ひとりの活動は「点」にすぎないけ
れど、みんなの「点」を集めれば「線」になるということを信じて活動してきました。学生た
ちは、東北など現地の活動だけで終わらず、福岡でできることを考え、発信しています。
　福岡での復興支援活動は、まだ東北や熊本や朝倉に行ったことがない学生も参加できま
す。イベント当日のみの参加も可能です。まずは、自分でできることを考え、福岡で自分の

「点」を残してみませんか？詳細はボラセンにお問い合わせください。

2018 年度実績
（１）被災地支援ボランティア活動報告会
　　（東日本大震災・九州北部豪雨）（1 月16 日）
　2018 年度東日本大震災ボランティア・九州北豪雨ボラ
ンティアで活動した学生たちが、チームごとに発表しまし
た。先輩たちから後輩たちへ、一人ひとりの「点」がつながっ
て「線」になっていることを実感しました。

（２）活動報告
　大学チャペルで講話（活動報告）を担当しました。また福
岡ベタニヤ村教会、久留米教会、久留米荒木教会など日本バ
プテスト連盟の各教会でも報告しました。

□ 平成 30 年 7 月豪雨（西日本豪雨）関連ボランティア

□ 福岡で活動する被災地支援ボランティア

　2018 年6 月28 日から7 月8 日にかけ、前線や台風第７号
の影響により、西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な
大雨となり、これらの影響で、河川の氾濫、浸水害、土砂災害等
が発生し、死者、行方不明者が多数となる甚大な災害となりま
した。また、全国各地で断水や電話の不通等ライフラインに被
害が発生したほか、鉄道の運休等の交通障害が発生しました。
今回は、平成30 年7 月豪雨（西日本豪雨）により、さらに被災
した平成29 年7 月豪雨（九州北部豪雨）被災地での活動や、
大学近くの百道浜海浜公園に打ちあげられた大量のゴミや流木を撤去する清掃活動を実
施しました。
・百道浜海浜公園清掃　 7 月14 日・16 日（2 日間）　延べ30 名（職員8 名・学生20 名・学外2 名）

4

5

経済学部 国際経済学科　高下比呂

　平成３０年の西日本豪雨の影響により、百道浜海浜公園に大量の流
木やゴミが打ち上げられていたため、清掃活動を行いました。流木は
小さなものから大きなものまでありましたが、それらを手作業で収集
することは大変でした。清掃活動終了後になっても、流木などが残っ
ていたので、まだ清掃を続ける必要性を感じました。自分の身近なと
ころでも活動することができるということを学んだので、今回学んだ
ことをこれからの活動に生かしていきます。
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（４）＜九州北部豪雨プロジェクト＞（７月５日）
　　Remember ７．５～九州各地に想いを馳せて
　九州北部豪雨から１年となる７月５日（木）図書館１階プ

レゼンテーションエリアにて、学生ボランティア団体「いと」

のメンバーを中心に、劉雯竹宗教主事によるお祈りと九州北

部豪雨災害支援ボランティアの活動報告を行い、学生・教職

員約３５名が参加しました。実家が被災した学生や教職員も参加し、九州各地のみなさん

に想いを馳せながら、心を合わせ、共に祈りました。

（５）平成30 年度「福岡市市民総合防災訓練」（６月９日）
　福岡市域に大規模地震が発生したとの想定のもと、福岡市

及び防災関係機関並びに地域住民が一体となった実効性の

ある総合的な防災訓練において、本学の被災地支援活動につ

いて展示ブースを出しました。訓練に参加した地域の方々へ

ＮＰＯ団体、大学生、社会福祉協議会の方々と交流しました。

（６）宝台団地避難訓練（11 月4 日）
　宝台団地で開催された避難訓練に参加しました。団地のみ

なさんに、東北や熊本、朝倉の被災地について情報発信し、

「身近なものでつくる災害時お役立ちグッズ」などを紹介し

ました。

経済学部 国際経済学科　石崎佑磨

　ボランティアで得られることの一つに、人とのつながりがあり
ます。福岡市防災訓練ではNPO 法人の方と情報交換ができまし
たし、自分の活動を宝台団地でお伝えした時には阪神淡路大震災
で避難所運営をされた方とお会いすることができました。僕は防
災を中心に活動を進めてきましたが、このように熱意をもった多
種多様な立場の人と出会える、それがボランティアの魅力ではな
いかと思います。

（３）被災地支援イベント 陸前高田戸羽太市長による講演及び交流会 （4月30日）
　岩手県陸前高田市の戸羽太市長の講演及び交流会を開催しました。講演では、「困ってい
る人がいたら手を差し伸べる、具体的に行動に移す勇気」が大切で、「自分本位ではなく、相
手が必要としている支援は何かを考え、行動してほしい」など、ボランティアの本質を見つ
めなおす良い機会となりました。交流会では、戸羽市長をはじめ、陸前高田のサポーターズ
の皆さんと直接いろいろなお話をすることが出来ました。
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（８）西南学院大学同窓会総会：講演会
　 「九州北部豪雨被災地に開く西南スピリット」（６月８日）
　６月８日（金）に開催された同窓会総会の講演会で、九州北部豪

雨災害支援ボランティアで活動した学生４名とボランティアセン

ターの副課長が、それぞれの取り組みや、活動して感じたことなど

を報告しました。総会での講演を機に、同窓会では、今年度初めて、

大学祭に「同窓会マルシェ」を出店しました。朝倉市のとれたての

柿や梨、野菜や新米などを販売し、被災地を支援されました。支援の輪が拡がっています。

（９）平成30 年7 月豪雨（西日本豪雨）支援キャンパス内募金
　　（学生ボランティア団体：７月１７日～２７日）
　学生ボランティア団体「いと」の呼びかけで、各学生ボランティア団体が集まり、キャンパ

ス内（チャペル前・生協前・クロスプラザ前）で募金活動を実施しました。声をかけてくださっ

た方やチラシを手に取ってくださった方など、その一つひとつが学生たちにとっても大きな

励みとなりました。ご協力いただきました皆さまへ心から感謝いたします。

＜募金額＞23,191 円

＜ボランティア団体＞

いと、 OPEN、Think ＆Act、ワークキャンプ部

ＳＩＥＣ（西南国際教育協力隊）、学生有志

文学部 外国語学科 英語専攻　井手紗雪

　「少しでも力になりたい」という思いを募金で集められたら！とサークルで参加しました。今回の
目に見える支援活動は人の温かみを改めて感じることができ、とても価値のあるものでした。西南
にはたくさんのボランティア活動があります。募金は、何かしてみたいという気持ちがあればでき
るのではないでしょうか。（機会を逃さずに！）ボランティア活動を楽しんで下さい！

経済学部 経済学科　半田悠陽

　何気なく初めて現地を訪れた時にビリビリと感じた「また来て活動したい」という思いが、その後
何度も私を被災地へ運びました。そこで仲間と真剣に活動してきたことは私の宝です。同窓会総会の
話を頂いた時には、「これまで活動してきたことと被災地の今を私が伝えたい」という思いが自然にあ
り、発表できてとても嬉しかったです。新入生の皆さんも一度、うきはベースに来てみてください！

（７）はるかのひまわり（４月２７日～）
　阪神・淡路大震災ゆかりの「はるかのひまわり」絆プロジェクトに参加し、キャンパスに「ひま

わり」の種を植えました。２０１２年度震災ボランティアに参加した先輩たちが宮城県の門脇小

学校から持ち帰った種でした。毎年、ひまわりを育てることを通して、阪神・淡路大震災、東日本大

震災のことを忘れずに、命の大切さについても語り続けています。

２０１５年は、西南学院大学のキャンパスで採取した種を広島土砂災害で被災した、安佐南区「阿

武の里」花いっぱいプロ

ジェクトに届けました。今

年もキャンパスにひまわ

りの花を咲かせます。
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（１０）夏休みこども防災教室ｉｎ西南学院大学（８月８日・９日）
　ＵＲ都市機構九州支社と連携し、団地に住んでいる子ども

たちを大学に招き本学学生が防災について伝え、一緒に楽し

みながら学ぶイベントを開催しました。キャンパスツアーや

防災教室、身近なものを使って作る防災グッズの工作などを

しました。

《小学生の感想》

・自然におこることなのでいつくるかわからないからおしえ

てもらってよかったなと思いました。

・防災グッズは身近にある物でかんたんに作れたので、学校

でも、広めたいです。

・たのしかったです。教室なども大きかったです。

（１１）大学祭にて模擬店出店（１１月１５日～１８日）
　模擬店では、熊本名物の太平燕や岡山名物のきび団子、手

作りで作ったアクセサリーや小物なども販売しました。

大学祭には、地域の方々や学生たちの家族や友人、お世話に

なった方々も足を運んでくださいました。

売上の一部を被災地に募金しました。

（１２）被災地にクリスマスカードを贈ろう（被災地へ思いを届ける！）
　2011 年冬から、毎年、手書きのメッセージを添えて被災

地の方々へクリスマスカードを贈ります。活動で交流してい

る岩手県大槌町や宮城県の牡鹿半島の方々、朝倉市の杷木小

学校の子どもたちにも贈りました。また「被災地の子どもた

ちに、クリスマスカードを届けよう！プロジェクト」にも参

加し、東北・熊本・岡山・広島・愛媛・北海道・大阪など、全国

の被災地にも届けられました。

国際文化学部 国際文化学科　髙橋真由

　防災教室の開催準備にあたり、私たちも子どもたちと一緒
に防災に対する知識を一から学び直し、勉強することができ
ました。今回のイベントによって子どもたちは災害をより身
近に感じ、自分の身は自分で守るという意識を高めること
ができたと思います。また、防災グッズ作りやキャンパスツ
アーもとても楽しんでくれたようで、また来年も参加した
い！という声が聞けて嬉しかったです。
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□ 海外ボランティア

海外ボランティア・ワークキャンプ
　2003 年度から、フィリピンでワークキャンプを実施していま

す。日本とフィリピンの国際飢餓対策機構と連携し、同じアジア

の中で違う ｢アジア｣を体験し、地元の人たちとの交流や貧困地

域で活動を行い、ボランティアマインドを育成することを目的に

活動しています。

1. 活動期間：2 月〜3 月の11 日間

2. 活動場所：フィリピンマニラ郊外　

3. 活動内容：貧困地域で活動、地元の人たちとの交流

　　　　　　 小学校訪問、家屋修理や校舎の建築などのワーク　

4. 募集方法：ポータルにて案内（説明会有）　

5. 募集人数：約15 名

6

文学部 外国語学科 英語専攻　岡部真輝

　このワークキャンプは「貧困」に対する考え、
「ボランティア」の概念など様々なものを大き
く変えてくれました。ボランティアが楽しくて
やりがいのあるものだと気づけました。これが
私にとって初めてのボランティア活動でした
が、参加して以来、様々な活動に積極的に参加
するようになりました。きっと参加していなけ
れば全く違った学校生活を送っていたと思い
ます。「やってみなければわからない」とはまさ
にこのことだと思いました。

人間科学部 社会福祉学科　浅倉瑞歩

　フィリピンに行くまで、私はその国に関し
て無知でした。気候や経済、言語などの情報す
らあやふや。そんな状態で現地に飛び込む恐
怖心はもちろんありました。しかし、到着した
瞬間から目に入る全てが興味深く、そこで体験
したこと、一緒に遊んだ子どもたちや協力して
くれた仲間たちの思い出は大切な宝物になり
ました。ボランティアに一歩踏みだせない方た
ちへ、私は自分を変えたいという動機から応募
し、このような貴重なプログラムに携われたこ
とで、たくさんのものを得ることができまし
た。今、勇気を出した過去の自分に感謝をして
います。皆さんもボランティアを通して素敵な
出会いがあることを願っています。

商学部 商学科　小林敬太

　大学生になって何かに挑戦・本気で取り組
んだことはあるのか。と自分に問いただすと2
年生の私は１つとして胸を張って言えるもの
はなかった。そこで海外ボランティアに参加す
ることを決意した。フィリピンでの活動では子
どもたちと交流する時間が多くあった。日本に
比べ物質的な面でみると確かに貧困な地域だ
が、毎日笑顔で活き活きと生活している子ども
たちがいた。「本当の豊かさ、心からの幸せ」が
そこには確実に存在していた。この貴重な経験
はこれからの私の糧になる。新入生のみなさん
この機会を大切にしてほしい。

法学部 国際関係法学科　大村理智

　私はフィリピンでのワークキャンプを通し
て、「考える力」が身につきました。活動した地
域の中には貧しい所もあったので、特に「日本
人として海外の人からどう見られているのか」
を常に考えて行動していました。また集団で
ずっと活動していたので、「この集団における
自分の役割は何か」というのを一瞬一瞬考えて
いました。
日本と違う環境を見るのは、自分自身や自分自
身の生活を見直すいい機会になると思います。
あなたも世界に飛び出し、現地で見て、感じて
みてください。
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海外ボランティア支援
　西南学院大学のグローバル化を進めるための方策の１つとして、海外ボランティアに参加す
る学生を支援するために、補助金を支給しました。2018 年度の対象プログラムは、「ＮＧＯ合同
説明会　in　西南学院大学」に参加した団体主催のボランティア及び、スタディツアーでした。
この制度を利用して、カンボジア、モンゴル、ネパール、中国、フィリピンなどで、学生たちが活
動しました。

①Think＆Act グループワークキャンプ
活 動 国：モンゴル
参加団体：ＮＰＯ法人ＮＩＣＥ
活動期間：2018 年8 月27 日〜9 月10 日
内　　容：小学校での英語の授業や施設整備、
　　　　　ゲームなどを通した異文化交流

文学部 外国語学科 フランス語専攻　目野いずみ

　現地での活動内容は主に子どもたちへの英語教育、文化交流でした。想像以上に、私たちの準備した授
業に子どもたちが興味を持ってくれ、とても嬉しかったのが忘れられません。帰り際にはお手紙や絵のプ
レゼントをくれるなど、言葉が通じなくても、素敵な関係を築けることを学びました。又、自分の目で異文
化を見て経験することは、私にとってかけがえのない財産になったと思います。

②ＦＩＷＣチャイナキャンプ
活 動 国：中国
参加団体：ＦＩＷＣ九州
活動期間：2018 年8 月24 日〜9 月1 日
内　　容：ハンセン病についての啓蒙活動
　　　　　インフラ整備、現地の村人との交流

人間科学部 児童教育学科　井上梨央

　中国に行く前は、不安もいろいろありました。だけど、行ってみたら本当に好きになりました。だってこ
んなにも心優しい人がいて、よそから来た日本の若い学生の私に笑顔を向けてくれて、驚きと感動... いろ
んな感情が溢れ出してしまいました。旅行なんかじゃ分からない、未知なる経験と大きな成長がキャンプ
には詰まっています。あと一歩を踏み出して、行きましょう。

③カンボジアスタディツアー
活 動 国：カンボジア
参加団体：ボランティアプラットフォーム
活動期間：2018 年8 月15 日〜8 月21 日
内　　容：子どもたちとの交流や地雷博物館
　　　　　視察など

国際文化学部 国際文化学科　白石悠莉

　決して裕福とは言えない生活環境のなかで、懸命に学び生きる子どもたち、その明るい笑顔に元気をも
らいました。ボランティアとは、「してあげる」の一方通行ではなく双方の助け合いで成り立っているのだ
と思います。子どもたちに限らずカンボジアの人々はとてもフレンドリーで温かい人柄の方が多いです。
自分の目で事実や現状を見ることの重要性、異文化を味わう楽しさを学びました。
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　各市区町村の教育委員会と連携し、各学校の要望に応じて活動するプログラムで、活動
する学生を“学生サポーター”と呼んでいます。学生サポーターは、活動先の各学校におい
て主に、授業や学校行事、クラブ活動の支援をしています。社会人としての経験に加え、教
育現場で児童生徒と直接接することで教育活動を体験できる良い機会となっています。教
職を履修していない学生も参加できます。
※詳細はポータルや説明会で確認してください。
　４月下旬に説明会を開催する予定です。年間を通して、相談に応じています。

○西南学院大学　福岡市における学生サポーター活動実績（2004 年度から開始）
  

□ 学生サポーター7

人間科学部 心理学科　三笘恵梨香
（中学校で活動）

　私は、教室に入ることのできない生徒が通
う教室で活動を行ってきました。実際に、現
場の雰囲気や生徒に関わることで、今まで抱
いていたイメージや考えが変わりました。回
数を重ねるごとに、生徒が自身のことについ
て話してくれるようになったときに喜びやや
りがいを感じました。将来、スクールカウンセ
ラーなどの心理職を目指す人にとって、とて
も貴重な経験になると思うので、ぜひ参加し
てみてください。

人間科学部 社会福祉学科　皿海ひいな
（小学校で活動）

　私は学生サポーターとして、特別支援学級
の授業補助として、週に１回２時間ほど子ど
もたちと過ごした。特別支援学級は学年別に
されておらず、１０人以下で構成されている。
中々思うようにいかず気が滅入ることもあっ
たが、時間を重ねるとそれぞれの特徴が分か
り「またね」と言われると嬉しい気持ちになっ
た。軽い気持ちで始めたこととはいえ、何事に
も挑戦することの大切さがわかった。

年度 学校数 人数
　２０１２年度 23 校 88 名　
　２０１３年度 27 校 84 名　
　２０１４年度 29 校 85 名　
　２０１５年度 24 校 76 名　
　２０１６年度 41 校 101 名　
　２０１７年度 38 校 78 名　
　２０１８年度 26 校 81 名　
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□ 他機関連携 ※ 2018 年度実施8

②OPEN 企画　社会福祉スタディツアーin 久山療育園
　学生スタッフOPEN が日帰りのスタディツアーを企画し、施設見学、利用者さんとの交

流、保護者の方との懇談をしました。

③  ボランティアコーディネーション力３級検定（１１月３日）
　通常は、東京と大阪で開催されている検定を本学で実施し、49 名の方が受験しました。
ボランティアやコーディネーションについて、
総合的に学ぶことができる貴重な機会となりま
した。
※ボランティアコーディネー
ション力とは・・・　『ボラン
ティア活動を理解し意義を認
め、その活動のプロセスで多
様な人や組織が対等な関係で
つながり、新たな力を生み出
せるように調整することで、
一人ひとりが市民社会づくり
に参加することを可能にする力』（日本ボランティアコーディ
ネーター協会検定公式テキストより引用）と言われている。

人間科学部 心理学科　洲崎裕也

　人のためになることや人助けが好き
だったため大学生になって国際協力に関
わっていたが、講座を受講するまで「ボ
ランティア」という認識が曖昧であった。
例えば、ＮＰＯとＮＧＯの違いが分からな
かった。しかし、この講座を受講すること
により、今まで疑問だったことが解決した
し、人のために活動すること楽しさがより
深まった気がする。今後も、ボランティア
を通していろんな人と関わっていくがこ
の経験が活かせればと思う。

　西南学院と同じ日本バプテスト連盟の関連施設
で、重度の知的・身体障害を重複する障がい者に対
して、医療・看護・機能訓練・保育などを行っていま
す。重症心身障がい者が社会の片隅に収容されて生
きるのではなく、むしろ地域の中心に位置づけられ
ることを願って設立された施設です。本学では、定
期的に交流し、ボランティアやスタディツアー講習
会、チャリティイベントなどを開催します。

人間科学部 心理学科　藤井　睦

　後期に障害児者心理学を受講しており、
元々ボランティアにも興味があったので参加
しました。１日を終えて、百聞は一見にしかず
だと痛感しました。この経験を通じて、新しい
ことをするのは怖いけれど、何事にも挑戦し
ていこうと思いました。少しでもボランティ
アに興味がある方は、友達を誘って参加して
みるといいと思います。

①  久山療育園重症児者医療療育センター
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④  ボランティアミーティング（あすみん）
　『ボランティアミーティング〜

「いっしょに考えよう、これからの社会貢献について」』が開催さ
れ、学生スタッフ“OPEN”のメンバーが運営スタッフとして、企
画から参加しました。当日は司会やグループリーダーを担当しま
した。他大学の活動報告や交流を通して、新しい発見と出会いの
輪が広がりました。

⑤  ノートテイク＆手話講座
　ＮＰＯ法人ＭＣＰの方を講師にお招きし、ノートテイク＆手話６時間講座を開催しまし
た。「ノートテイク」とは、聴覚障がいを持つ学生の耳の代わりとなり、授業などその場の「音」
を「文字」にして視覚的に伝えるという支援の方法で、毎年講座を開催しています。2 時間講
座を3 回に分けて、手話も交えながら、連続講座として実施しました。今回は、視覚障害者支
援に関する内容も加わり、ガイドヘルプ実践も体験しました。
1 回目：障害理解
2 回目：手話
3 回目：ノートテイク
　理論と実践をゲー
ムを交えて、参加者
同士がお互いに交流
しながら、障がいを
持つ人と持たない人
が「相互に繋がる」と
はどういうことかを
楽しく学びました。

文学部 外国語学科 英語専攻　芳司真綾

　学校生活で使える手話を学びたいと思い、
この講座を受けました。しかしそれだけでな
く、視覚・聴覚障がいについてやサポート方
法など、多くのことを実践的に学びました。口
の動きだけから情報を読み取り、日ごろ私た
ちがどれだけ聴覚情報に頼っているのかを体
験したことが一番印象に残っています。また
この講座によって交流の輪が広がり、今でも
様々な面で学んだことが活きています。

⑥  ＮＧＯ合同説明会
　団体毎にブースを設置し、団体の活動紹介、スタディツアーやワー
クキャンプの紹介、ＮＧＯ入門講座など、福岡のＮＧＯ活動につい
て、一度に話を聞くことのできる貴重な機会となりました。学生の体
験談なども聞くことができ、実際に学生たちが、海外ボランティアに
一歩踏み出して活動しました。

＜参加団体＞
（１）ＮＰＯ法人エスペランサ
（２）認定ＮＰＯ法人ソルト・パヤタス
（３）チベットを知る会
（４）ＮＰＯ法人ＮＩＣＥ（日本国際ワークキャンプセンター）
（５）フレンズ国際ワークキャンプ九州委員会（ＦＩＷＣ九州）
（６）（特活）ＮＧＯ福岡ネットワーク（FUNN)
（７）国際教育交換協議会（ＣＩＥＥ）日本代表部
（８）一般社団法人ボランティアプラットフォーム（ぼらぷら）
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⑦  地域防災力を高める避難所運営訓練ボランティア（10月27日）
　早良区では、東日本大震災や熊本地震をはじめとした近年の大規模災害の教訓を踏ま
え，女性や子育て世帯の視点を活かした避難所運営訓練を，女性や未就学児（６歳未満）の
割合が多い百道浜，西新，百道，高取，室見校区の５校区合同で実施し、本学学生１９名が避
難所設営・運営のボランティアとして参加しました。

⑧  北九州エマージェンシードリル（11月24日～11月25日）
　「知識・体験・共感」をキーワードに構成されたプログラムを通じて自分と向き合い、共
助の観点から防災について考えることを目的とした、『北九州エマージェンシードリル/
KED ２０１８』が開催されました。毎年、西日本地域の大学から学生たちが集まり、大学を
超えて防災・減災について学び、交流しています。

⑨  ありがとう講座（６月４日・７月１２日）
　一般社団法人笑い文字普及協会の方を講師にお招きし、「ありがとう講
座」（笑い文字入門講座）を開催しました。「笑い文字」とは、筆文字で「あり
がとう」の文字の中に満面の笑顔を描く、書いて半分、渡して完成のコミュ
ニケーションツールです。「ありがとう」を伝えることを大切にしている本
学で、被災地支援活動の事前研修としても取り組みました。東北の各地やボ
ランティア活動の時に「ありがとう」の笑い文字ハガキをお渡ししました。

商学部 経営学科　中野夏帆

　身近なもので作ってみよう！という体験では、段ボー
ルで簡易ベッド、レジ袋とタオルでおむつ、衣類とガム
テープで生理用品を作りました。段ボールベッドは頑丈
で、床に寝るよりも体に負担が少なく、熱も逃がさない
ので、避難所生活での健康維持に欠かせないものだと感
じました。今後、避難所に行くことがあれば、得た知識を
活用し、みんなが少しでも快適に過ごせるよう率先して
行動したいです。

法学部 法律学科　木下　寛

　私が今回、研修に参加して感じたことは、情報共有の
大切さです。研修中に、自分が考えたことを共有する機
会が何度もありました。自分1 人の考えも、他の人の意見
と照らし合わせてみると、また違ったものが見えてきま
す。今後は、その経験を生かし、様々な人の考えを取り入
れつつ、自分の意見も発信して、物事を多面的に見れる
ように努力していきたいです。

経済学部 経済学科　下川祥子

　私は今回、東日本大震災のボランティアに参加する事前研修とし
てありがとう講座を受講しました。文字の中に優しい笑顔が隠れて
いる笑い文字、その字を眺めるだけで心がほっと落ち着き優しい気
持ちになるという体験をしました。笑い文字を実際にボランティア
でお世話になった方々に渡した際にとても喜んでくださっている
笑顔を見た時、自分自身も笑顔が溢れていることに気づきました。
笑顔の輪を広げることができる素晴らしい笑い文字に出会えたあ
りがとう講座に参加できて、とてもいい経験になりました！
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□ 学内ボランティア9

学内各部署合同募集説明会（2018 年度実績）
　大学内の各部署では、学生の皆さんに協力していただき、一緒に作り上げるさまざまなイ

ベントや業務があります。各部署の募集するボランティアの合同説明会を実施しました。学

内のボランティアでも、たくさんの学生たちが活動しています。

アンケートの感想から抜粋

・合同説明会ということで、一度にすべての部署のボランティア情報を聞くことができた

ので、とても効率よく良かったと思います。

・説明会に参加して、やりたい活動が見つかったので、とても良かったです！

・今まで知らなかったボランティアもたくさん紹介されていて大変参考になりました！

・部活をしていても空きコマなどを利用してできるボランティアもあったので、参加して

みたいと思った！

・留学生をサポートするボランティアにチャレンジして、留学生が日本で楽しい時間を過

ごせるようサポートしながら、自分自身のコミュニケーション力（英語）もスキルアッ

プさせたい！

・どのボランティアも楽しそうなのでやってみたいと思った！やりたいことが沢山見つ

かったので、これからの学生生活が楽しみになった！

・一度にいろいろなボランティアを知ることができ、これまで関心のなかった分野につい

ても知る機会となるため、とても良い説明会だと思った！

【参加部署】

入　　試　　課 ：オープンキャンパスなど

広 報 ・校 友 課 ：Spirit（広報誌）特集意見交換など

エクステンション課 ：西南子どもプラザ スタッフ補助

国際センター ：留学生サポーター、日本語学習チューター

ボランティアセンター ：ボランティア活動全般

【内　　容】

各部署のボランティア募集内容、申込み時期及び方法、ボランティア登録など
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西南オープンキャンパスボランティア
毎年、2 日間で約7,000 人が来場し、西南学院
大学の魅力を伝える重要なイベントです！運
営スタッフの活動は、学生相談員や在学生講
演会、キャンパスツアー、大学周辺バスツアー
などがあります。2 日間で延べ200 名もの学
生が活動しています。

場所：中央キャンパス　3 号館　2 階
TEL：092-823-3366
Mail：adm-hp@seinan-gu.ac.jp

留学生サポートボランティア
留学生の日本語の授業のお手伝いや交流行事へ
の参加、短期間のホームステイ受け入れなど、留
学生をサポートする学生を募集しています。留
学生サポーターや日本語学習チューターなどが
あります。

場所：中央キャンパス　3 号館　1 階
TEL：092-823-3346
Mail：intleduc@seinan-gu.ac.jp

①  入試課

②  国際センター

広報誌「SEINAN Spirit」ボランティア
在学生を対象とした広報誌を年４回発行して
います。広報誌に関する学生のみなさんの視点
や意見を取り入れるために、企画会議、意見交
換会を行っています。

場所：東キャンパス　本館　2 階
TEL：092-823-3248
Mail：koho@seinan-gu.ac.jp

　大学では、聖書に登場する植物を集めた 「聖書植物
園」を管理運営しています。その植物園の維持に必要
な草取り等の活動を行っています。

活 動 日： 毎月 第3 土曜日　9：00 〜12：00
持 ち 物 ： 軍手、帽子、タオル
参加方法 ： 9：00  ５号館前現地集合（小雨決行）
　　　　　（予約・申込なし。当日参加O.K です！）
問合せ先 ： 総  務  課 092-823-3201　
　　　　　 夜間・休日 092-841-1316

③  広報・校友課

④  聖書植物園
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博物館ワークショップボランティア
博物館でワークショップを行う際に、ボラン
ティアを募集しています。
詳細は、日程等が決まり次第、ボランティア登
録メールや、博物館ホームページ等でお知ら
せいたします。
場所：大学博物館等、学内
TEL ：092-823-4785
Mail：museum@seinan-gu.ac.jp

　視覚に障がいのある学生を在学生や各部署と連携しながらサポートをしています！随
時、交流会や勉強会も開催しているので、“お友達になりたい方”や“サポーターに関心が
ある方”はお気軽にボラセンまでお問合せください。

　本学の学生で、ボランティアや西南子どもプラザに興味
のある方であれば、学部、経験は問いません。クラブ・サーク
ル単位での参加も歓迎します。

対　　象 ：本学学生
活動時間：9：00 〜17：00 の都合の良い時間（日曜除く）
場　　所 ： 西南子どもプラザ
活動内容：来館した親子と遊ぶ・おもちゃの制作や消毒・　
　　　　　行事の手伝い
　　　　　外国人親子との会話の手助け　等
申込み方法：問合せ先へ連絡し、子どもプラザボランティアに
　　　　　登録する。（随時受付）
問合せ先：西南子どもプラザ 092-846-9207

⑥  大学博物館

法学部 法律学科　赤尾日菜子

　1 年生のときに、サポーターになったことをきっかけとして、数えきれない
ほどの大切なことを学びました。一見すると、あたりまえに思える隣で歩く相
手と「呼吸」と「歩幅」を合わせることですが、初めは難しさを感じました。次
第に、合わせられたときの喜びや幸せ、今では、意識せずとも、お互いに「呼吸」
と「歩幅」が合わさるほどになりました。さらに、彼女の生きる姿勢から、自分
の可能性、世界は、自分次第で、どこまでも、広げられることを学びました。
これから、多忙な社会に出て生きるなかでも、自分のペースだけでなく、相手
のペースを考えることを大切にして、自分の可能性を信じることも、忘れず
に生きていきたいです。

人間科学部 児童教育学科　松本幸子

　私は博物館ワークショップボランティアをはじめいくつかのボランティア活動を通して、人と人
との関わりの尊さに気が付くことができました。活動をするときには必ず、誰かと関わることになり
ます。そしてその関係を大切にしつつ活動することが、その場の良い環境づくりになると思います。
自分の行った支援に直接反応してもらえることは嬉しいです。そういった人間関係を味わえるのは
ボランティアの魅力だと思うし、自分の今後の進路に生かしていきたいと思います。

⑤  西南子どもプラザ

⑦  障がい学生サポート
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　ボラセンには、学外の様々な団体からボランティアの依頼やイベント、スタディツアーなど

の案内があります。例えば、イベントスタッフ、着ぐるみのボランティア、清掃、子ども会イベン

ト補助、学習サポーター、福祉施設でのボランティアなど、さまざまな分野の情報がたくさんあ

ります。まずは、ボラセンに来て探してみてください。

□ 学外ボランティア10

下の表は一例ですが、ボランティ

ア活動にはたくさんの種類があり

ます♪ 活動を始めるヒントにし

てくださいね♪

対　　象 種　　類 内　　　　容

大    人

子 ど も

高 齢 者

障がい者

外 国 人

動　　物

植　　物

自然環境 海浜美化活動（ごみ集め）、街や公園の清掃活動、植樹　など

国際交流
国際協力

ワークキャンプ、スタディツアー、難民支援（洋服回収）、留学生支
援、硬貨の仕分け（国別）、日本語指導、イベントのお手伝い　など

災害支援
防　　災

被災地支援、がれき・土砂の撤去、家屋の片付け、復興支援イベント
の企画・実施、避難訓練の参加、募金活動　　など

イベント
着ぐるみ、受付、設営・片づけ、手拍子やかけ声、レクリエーションの
補助、出し物、遊園地の付き添い、ポスター作成、介護補助　など

まちづくり
村おこし・地域おこしの活動、交流の場づくり、社会参加の協力（補
助）、イベントの企画・運営　など

教　　育
学習指導の補助、通訳、ノートテイク、ワークショップ開催、遊び相
手、レクリエーションの指導、　など

動　　物 小屋の清掃、お散歩、お世話、被災動物の保護活動　など

ボランティア活動保険
　ボランティア活動中や行き帰りにケガをした時、また活動先の物を壊したり、人にケガを

させた場合に補償をするのが ｢ボランティア活動保険｣です。万が一

の備えや安心して活動が出来るよう、活動の前に加入してください。
※ボランティア保険は、自治体によって異なりますが、主に300 円前後の掛け

金で、万が一の事故を補償してくれます。（加入日の翌日から当該

年度の3 月31 日まで有効）

加入申込の手続き

　各市区町村の社会福祉協議会
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①　餅つき大会運営協力ボランティア（１２月９日）

　百道浜自治協議会が運営する餅つき大会で、つき手・丸
め・加工のほか、大鍋（豚汁）調理や、併催する「しめ縄づ
くり」、献血などの運営スタッフとして活動に励みました。

②　チャリティーサンタ（１２月２４日）

　チャリティーサンタとは、「あなたも誰かのサンタクロー
ス。」を合言葉に、１２月２４日のクリスマスイブにご依頼
のあったご家庭に夢とプレゼントを届けに行く活動です。

③　第11回福岡ＹＷＣＡ日韓ユースキャンプ（8月10日～8月13日）

　日韓の若い世代の相互理解を深め友情を育むこと、自分の可能性を広げることを目的とした
キャンプで、今回は熊本に行って、熊本地震の経験を聞き、そこで学んだ“子どもと遊び”につ
いて、みん
な で 考 え
ました。

法学部 法律学科　後小路啓太

　百道浜小学校で行われる餅つき
に参加させていただきました。百道
浜小学校でのお手伝いは今回で2 度
目でしたが、保護者や教員の方々は
とても優しく接してくれるため最
後まで楽しく過ごすことが出来ま
した。子どもたちの無邪気な笑顔を
見るだけで十分に価値のある体験
だと思えました。学生は地域の方々
と接する機会は少ないと思うので、
より多くの人に活動に参加して貰
いたいです。

経済学部 国際経済学科　松持直裕

　私はチャリティーサンタ福岡支
部の運営に参加しています。クリス
マス当日、私たちはサンタになりご
家庭の子どもたちのもとへ訪問す
るのですが、子どもたちの喜びと驚
きでいっぱいの笑顔を見ると幸せ
な気持ちになります。運営スタッフ
はクリスマス以外の企画、運営も行
なっています。ミーティングの様子
はSNS にも載せているのでぜひ見
に来て下さい。皆さんの参加もお待
ちしています。

国際文化学部 国際文化学科　花田真朱

　今回のキャンプには、子ども・韓国人・
日本人が参加し、世代や話す言葉、価値観
が異なるなかで情報をどう共有するの
か、意思疎通の図り方が難しかったです。
被災された方の心のケアについて考える
ことや、災害の事実を知らない人に対し
て、「交流する」という方法を使って正し
く伝える取り組みをすることもまた、大
切な支援の一つではないかとこの活動を
通して感じました。
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④　アソビイチ（１０月２８日）

　アソビイチとは、子どもバザーや、特大縁日アソビ、
モノづくりアソビなどの、子どもたちの遊びがたく
さん集まる遊びの
市場です。そこで、
お手伝いをしなが
ら、小学生たちとコ
ミュニケーション
をとり、楽しく過ご
しました。

⑤　学生プレイワーカー育成講座＆わいわい広場（通年）

　育成講座では、現代の子どもの育つ環境、リスクマ
ネジメントなど、遊び論を学びます。多様な大学の学
生が交流し、思いや考えを交わしあうので、単なる勉
強にとどまらず、楽しいことはもちろん、貴重な人と
のつながりが生まれます。わいわい広場とは、子ども
たちが放課後に思いっきり遊べる遊び場で、学生プレ
イワーカーはここ
で子どもたちと心
のキャッチボール
を楽しんでいます。

⑥　謎解きウォーキング「アルクエスト２０１８」

アルクエストとは、謎解きしながら自然とウォーキ
ングが楽しめる親子向けイベントで、「ライト謎解き
コース」、「ノーマル謎解きコース」、「激ハード謎解き
コース」の３つがあり、ボランティアは、謎の設置・参
加賞の準備、ウォー
キングの受付のお
手伝い及び小学生
た ち と コ ミ ュ ニ
ケーションをとり、
イベントを盛り上
げました。

人間科学部 社会福祉学科　田中向日葵

　私は子ども向けに行われる「アソビイ
チ」というイベントにボランティアスタッ
フとして参加しました。ゲームの景品を直
接子どもに手渡す仕事だったので、子ども
たちとたくさん交流することができまし
た。今までは子どもと関わる機会があまり
無かったのですが、今回の経験を通して自
信がつき、今後は積極的に関わっていきた
いと考えるようになりました！

人間科学部 社会福祉学科　中島里佳

　学生プレイワーカー育成講座では、「遊
び」を通して実際に子どもたちと関わるこ
とができます。プレイワーカーは教員のよ
うな上下関係で子どもと接するのではな
く、子どもと同じ立場になって接すること
を心がけています。月1 回の月例会では、
実習で学んだこと・感じたことや、子ども
への関わり方などについて考えを共有し
合います。さまざまな大学の参加者がいる
ため、交流の幅が広がると共に刺激を受け
ることができます。

人間科学部 児童教育学科　古賀明日香

　私は主に受付で参加者の対応を行い、日
頃接する機会の少ない小学生と触れ合う
ことで良い経験ができました。緊張や戸惑
いもありましたが、次第にイベントを成功
させたい、という思いが強くなり、自分で
考えて積極的に活動に取り組めたと思い
ます。また、楽しくボランティア活動がで
き、今後への意欲も増しました。もし少し
でも興味があれば、あまり気負わずにぜひ
参加してみてほしいです。
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　ボランティアセンターには、学生スタッフ「OPEN」が、さまざまな形で活動しています。

学生スタッフ研修や、OPEN 企画の説明会やイベントを実施しています。また、全国の大学

ボランティアセンター学生スタッフが交流する学外の研修会にも参加できる機会がありま

す。学生スタッフについては、ボラセンへ問い合わせてみてください。

①　学生スタッフ研修
　大学ボランティアセンターのスタッフと一緒に活動するボラン

ティアセンター学生スタッフが、キャリア教育・就職支援の専門家

によるブラッシュアップ・チームビルディング研修に参加しまし

た。個人の課題をグループで分かち合い、さらに成長するためのヒ

ントを皆で探り、最終的にはチームとしての今後の方向性を考えま

した。

②　学生ボランティア団体合同説明会
　学生スタッフOPEN の企画で学生ボランティア団体合同説明会を実施しました。ボラン

ティアをしたい! 何か楽しいことをしたい! ボランティアに興味がある人! どんなボラン

ティアをしたいか悩んでいる人! たくさんの人と話してみたい人! 一人ひとりが、団体や活

動とつながっていきます。

③　カレッジ福岡との連携プログラム
　福祉型大学のカレッジ福岡に通う学生と、学生スタッフＯＰ

ＥＮメンバーが一緒に百道浜清掃ボランティアを実施しまし

た。清掃後は大学のキャンパスツアーを行いました。同世代の学

生同士の交流で、お互いに気づきの多い企画となりました。

本学には、サークルをはじめ、たくさんのボランティア団体があり、それぞれがテーマや目標を
持って取り組んでいます。興味のある方は、ぜひ代表者へ連絡して、活動に参加してくださいね。

学生グループ活動（サークル紹介）

学生スタッフ OPEN の活動
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利用できる団体
・学生課で「ボランティア団体」として公式に登録し、ボラセンが許可した団体

利用の手続き
　印刷機・・・（用紙については各自で用意すること）

　・ボラセンで、学生証と引き換えに印刷機利用カードを受取り、使用する。

　・使用申込書に団体名、使用枚数を記入し、使用する。

　・使用後、ボラセンで印刷機利用カードを返却し、学生証を受取る。

　紙折機・裁断機

　　使用前・使用後に、ボラセンに団体名などを告げる。

印刷機・紙折機・裁断機の使用（無料）について

利用できる団体

・学生課で「ボランティア団体」として公式に登録し、ボラセンが許可した団体

・団体設立に向けて検討中の場合は相談すること。

利用の手続き

ボラセンで活動室の予約をする。

【利用可能な時間】

通常期間　月〜金　9：00 〜17：00

※長期休暇中や行事などで閉室する場合があります。

活動室の利用について

④　大学ボランティアセンター学生スタッフセミナー
　全国の学生スタッフが一堂に会し、ボランティアについて、ボランティアセンターでの学

生スタッフの役割について考えるセミナーに、学生スタッフOPEN のメンバーが毎年参加

しています。

⑤　大学ボランティアセンター学生スタッフリーダーセミナー
　大学ボランティアセンターで活動している学生スタッフのうち、運営の中核を担うリー

ダーを対象としたセミナーで、リーダーとして何をすべきか、楽しくなるミーティングにつ

いてなど、全国の学生スタッフと一緒に考えます。
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（1）  OPEN

　ＯＰＥＮとは…( ボランティアセンターの学生スタッフです＾＾)
　　　Ｏ…Opportunity ＊ボランティアの紹介を通じて出会いの“機会”を！＊
　　　Ｐ…Peace ＊ボランティアを通して“安らぎ”をみんなの心に！＊
　　　Ｅ…Enjoy ＊西南生が“エンジョイ”できる場作りをお手伝い！＊
　　　Ｎ…Network ＊人が“つながる”場所を作ります！＊

今までの活動：学内のボランティア（ペットボトルキャップの
回収、三角柱作り、チャペル週報の挟み込みなど）、学外のボラン
ティアへの参加、講師による研修会、サークル内での交流会、大学
祭での模擬店参加

今後の活動：ボランティアの企画・運営、参加＋広報活動、サーク
ル内での交流会、他ボランティアサークルとの交流

こんな人集まれ!!：ボランティアを企画・運営したい人、ボラン
ティアに興味がある人、ボランティア仲間が欲しい人、他サーク
ルとの掛け持ちＯＫ!! ぜひ一度、見学にきてみてください！

活 動 日： 毎週金曜日の昼休み
活動場所： 1 号館2 階活動室
代 表 者： 日高歩美（法学部 法律学科）
連 絡 先： s21al208@seinan-gakuin.jp

学生ボランティア団体助成

　一般財団法人学生サポートセンターが主催する

「学生ボランティア団体支援」に、2017 年度は、ボ

ランティア団体「OPEN」が選ばれ表彰されました。

これは、学生のボランティア活動を社会参加の第一

歩と位置付け、「自由な発想と行動力」によって、社

会貢献を計画・実行している学生の団体を対象に、

団体組織の活性化やネットワーク作りなどを経済

的に支援し、社会貢献活動を応援するというもので

す。 　　　　 

過去の受賞団体
2017 年度　OPEN
2016 年度　学生YM(W)CA
2015 年度　Think&Act
2014 年度　いと
2013 年度　手話サークルとびうめ
2012 年度　Mits
2010 年度　学生YM(W)CA
2009 年度　西南ラブ・グリーン
2008 年度　のびっこの会
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（2）  のびっこの会

　のびっこの会は障がいをもった子ども
たちとその兄弟児と一緒に遊ぶサークル
です。2008 年度に国際ソロプチミスト
福岡−中央よりシグマソサイエティとし

て承認されました。毎月第2・第4 土曜日のお昼から主に5 号館で活動しています。現在
は50 名以上の学生が在籍し、15 名ほどの子どもたちと交流しています。
　活動では工作をしたり、お菓子を作ったり、夏にはキャンプ、冬にはクリスマス会を
行ったりします。活動内容の決定や準備などは学生たちですべて行い、そのために毎週火
曜日の昼休みに学生で集まって話し合いをしています。
　また、活動以外にも本屋での絵本の読み聞かせやNHK でのボランティアにも参加して
います。興味がある方はぜひ見学に来てください！(^ ○^)

活 動 日： 第２・第４土曜日の午後
活動場所： ５号館
代 表 者： 中山綾乃（人間科学部 児童教育学科）
連 絡 先： s21an069@seinan-gakuin.jp

（3）  学生ＹＭ（Ｗ）ＣＡ

　私たち学生YM(W)CA は、5 つの班に分
かれてそれぞれのテーマに沿ったボラン
ティアを行っています。小学生と一緒に
近くの公民館で様々な体験をしたり、施

設に行って、障がい者の子どもたちと遊んだり、また、たくさんの外国の子どもたちに勉
強を教えたりしています。他にも、ユニセフ募金、地域清掃など幅広いボランティアをさ
せていただいています。ボランティアをして、たくさんの人と関われることで、人と触れ
合うことの楽しさ、そしてボランティア自体の楽しさを学ぶことを目標とし、活動して
います。

活 動 日： 毎週水曜日　15：30 ～
活動場所： 1 号館410 教室（部会）
代 表 者： 下野佑弥（商学部 経営学科）
連 絡 先： s21ag064@seinan-gakuin.jp
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（5）  ワークキャンプ部

　ワークキャンプ部は4 大学合同（福岡女
子大学、九州産業大学、中村学園大学、西南
学院大学）の福祉系ボランティアサークル
です。全体で約50 人のメンバーが異なる

訪問先を持つ5 つのグループに分かれて、月2.3 回程度それぞれの施設を訪問し、子ども
たちや入所者さん、高齢者の方々と交流しています。たくさんの人との出会い、日常生活
では体験できないことがみなさんを待っています！私たちと一緒に大学生活を楽しみま
せんか？連絡をお待ちしています！！

活 動 日： 毎週水曜日
活動場所： 西南会館５階
代 表 者： 中西一貴（人間科学部 心理学科）
連 絡 先： s21aq049@seinan-gakuin.jp

（4）  手話サークル　とびうめ

　私たちは、毎週水曜日4 限に集まり、指
導者の方のもと手話やろうあ者の生活・
文化などを学んでいます。学ぶ中で難しい
こともありますが、毎週楽しく活動してい

ます。また、手話検定にも積極的にチャレンジしています。さらに活動日以外にも手話カ
フェなどに出かけ、当事者の方々と交流しています。難しいと思われるかもしれません
が、少人数のサークルなので、メンバー同士の交流も密にとることができ、楽しく学べる
サークルとなっています。手話に興味がある方、参加を考えて
いる方、ぜひ連絡をお願いします。

活 動 日： 毎週水曜日　４時限目
活動場所： チャペルセンター
代 表 者： 内野舞衣（人間科学部 社会福祉学科）
連 絡 先： s21ap080@seinan-gakuin.jp
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（6）Think&Act

　Think ＆Act は国際協力、国際交流、国
内ボランティアなどを行う学生団体です。
国際協力としては、毎年夏季休暇を利用し
海外ワークキャンプに参加しています。一

昨年はインドネシア、昨年はモンゴルへ行っており、今年もアジア圏内のワークキャンプ
に参加する予定です。国際交流では西南学院に来ている留学生との交流、また国内ボラン
ティアでは北部九州豪雨の被災地域への継続支援、農作業ボランティア、幼稚園へのボラ
ンティアなど様々行っています。他にも、ハロウィンパーティー・クリスマスコンパなど季
節ごとのイベントや、スポーツ大会などもあり、とても雰囲気の良いサークルです。

活 動 日：毎週木曜日
活動場所：代表者にお問い合わせください
代 表 者：江口花凛（文学部外国語学科 英語専攻）
連 絡 先：s21ac071@seinan-gakuin.jp

（7）  西南FIWC九州

　FIWC 九州は、福岡を拠点にワークキャ
ンプというボランティアの形で国際協力・
国際交流を行う学生団体です。主に所属し
ている団体は、九州大学や西南学院大学な

どです。活動を行っている国は、日本・中国・フィリピン・ネパールの４カ国で、各国によっ
て行っている活動は様々です。長期休暇（春・夏）を使って現地で活動を行います。現地
調査から資金集め、インフラ整備などの活動を、自ら運営・企画できるのが学生だけで運
営しているFIWC 九州の特徴です。海外ボランティアをしたいけど、、、と不安な学生さん
の相談も受け付けていますので、気軽にご連絡ください。

活 動 日： 不定期
活動場所： 博多びおとーぷ
代 表 者： 平井侑貴（文学部外国語学科 英語専攻）
連 絡 先： s21ac044@seinan-gakuin.jp



33

（8）SIEC（西南国際教育協力隊）

　私たちSIEC（西南国際教育協力隊）は、他大学と共同で「すべての子どもたちに行き届い
た教育を届けるプロジェクト」として、毎年3 月と11 月の年2 回カンボジアに渡航し、都市
部にある学校から郊外にある学校まで幅広い地域で教育支援を行っています。今年からラ
オスでの支援も開始し、具体的には、運動会の開催、体育、音楽、図画工作等の提案授業、児
童養護施設訪問を行っています。
　国内では、学内や近隣の小・中学校、自分たちの母校に寄付( 赤白帽子、ノート、筆記用具
etc) を募っています。この寄付物は、現地で運動会や授業に参加してくれた子どもたちに
参加賞として一人ずつ手渡ししています。また定期的に他大学と会議を行い、渡航に備え
ています。さらに、大学祭では模擬店で実際に現地で購入したカンボジアコーヒーを販売
したり、教室企画でポスターを掲示したりして、私たちの活動を紹介しています。
各々が他のボランティア活動に参加したときには情報共有を行い、支援とは何かを考えな
がら日々活動しています。
　興味がある方はぜひ一度活動を見に来てください！連絡をお待ちしています！！！

活 動 日：未定（週1 回5・6 限）
活動場所：西南会館会議室
代 表 者：河合優衣( 人間科学部 心理学科)
連 絡 先：s21aq015@seinan-gakuin.jp

（9）  西南ラブ・グリーン

　西南ラブ・グリーンは、ｅｃｏ活動・地
域と商店街でのボランティア活動を行っ
ています。
　福岡工業大学、中村学園大学、九州大学、
福岡女学院大学、福岡女子大学など他学校

と２００名のネットワークを構築して、市役所などの行政や、企業、地域、商店街と連携し
て活動しています。福岡ソフトバンクホークスとのドームでのクリーンアップ活動、海岸
清掃、SUN SET LIVE という野外フェスや、大学祭でのゴミ０推進活動、エコ食器・ゴミ
分別ブース運営などのほか、学童保育施設の子どもたちへのボランティア活動や、地域商
店街のお祭り運営・企画のボランティアも行っています。

活 動 日： 不定期
活動場所： 福岡ヤフオク! ドーム・福岡市役所・
　　　　   西新商店街など
代 表 者： 福迫瑞希（法学部 法律学科）
連 絡 先： s22al158@seinan-gakuin.jp
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（10）  Pao

　私たちPao は発達障がいなどの障がいをもった子どもたちと交流する学生主体のボラ
ンティアサークルです。月に一度の子どもたちとの交流活動では“子どもたちの居場所
づくり”をモットーに、運動会、クリスマス会などの季節に合わせた活動や、室内・屋外遊
び、お出かけ、大学祭めぐり、クッキングと様々な活動を行っています。また、児童発達支
援センターゆうゆうセンターの方々にアドバイスをいただきながら、障がいをもった子
どもたち一人ひとりの特性を考慮し、子どもたちが楽しめることはもちろん、心に残る思
い出や成功体験の機会をつくり、子どもたちの自信に繋げられるような居場所づくりを
目標に活動を考えています。ほかにも、年に2 回学習会（ゆうゆうセンターの方々による
ワークショップ形式のセミナーetc）を開き、障がいについての知識を得たり、学生間で意
見交換を行ったりして、日々の活動に活かしています。
Pao 最大の魅力は、学生主体であり、学年の壁がないため気軽に自分たちのしてみたいこ
とに挑戦でき、自分たちが考えた活動で子どもたちが楽しく遊んでいる姿や笑顔を近く
で見られることです‼興味がある方はぜひ一度活動に参加してみてください！体験も大
歓迎です！連絡をお待ちしています！

活 動 日： 毎月第2 または第3 土曜日( 子どもたちとの交流活動)、
　　　    毎月5 回程度話し合い、準備( 昼休み等）
活動場所： 5 号館106 教室( 子どもたちとの交流活動)、児童発達支
　　　　　援センターゆうゆうセンター等( 話し合い)
代 表 者： 西楓怜菜（人間科学部 心理学科）
連 絡 先： s21aq109@seinan-gakuin.jp

（11）  いと

　皆さんこんにちは♪私たちは主に災害支
援ボランティアを行っている学生ボラン
ティア団体「いと」です！いとは、東日本大
震災をきっかけに“福岡からできる被災地

支援”を目的として2013 年の春に設立された団体です。「いと」というサークル名には個
人の点としての活動を一つ一つ繋げて線にする、という意味が込められています。
　いとの活動は、災害時の校内募金活動やチャリティーイベントの開催、大学祭への出店
など幅広いです。夏休みには大学で子どもたち向けの防災教室を開いていて、今後は地域
の消防団との活動も行っていく予定です。いとでは、自分の予定に合わせて気軽に様々な
ボランティアに参加できる環境が整っています。大学生活で一度はボランティアに参加し
てみたいと思っている方！ぜひ一緒にいとで活動してみませんか？

活 動 日： 毎週木曜日お昼休み
活動場所： 1 号館2 階活動室
代 表 者： 髙橋真由（国際文化学部 国際文化学科）
連 絡 先： s21ar026@seinan-gakuin.jp

a-saegus
テキスト ボックス
ボランティアセンターにお尋ねください
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そ　の　他

　地域に暮らす高齢者や障がい者をはじめ、すべての市

民が住み慣れた地域で、安心して住める福祉のまちづく

りを目指しながら、地域の様々な福祉課題を解決してい

くために、社会福祉事業の企画・実施・ボランティア活

動の推進、福祉関係者の連絡調整等を行っている団体で

す。また、全国、都道府県、政令指定都市、市区町村にそれ

ぞれ設置されています。

※ ｢社会福祉協議会｣は、長い名称なので、略して ｢社協

( しゃきょう)｣とも呼ばれています。

社会福祉協議会（社協）

至福浜
若葉高校若葉高校当仁小学校前当仁小学校前

黒門西黒門西

至西新至西新

至天神至天神

地下鉄
唐人町駅
地下鉄
唐人町駅 西公園入口西公園入口

至
西
公
園

至
西
公
園

当
仁
小

当
仁
小

地下鉄
別府駅
地下鉄
別府駅

地下鉄
藤崎駅
地下鉄
藤崎駅

地下鉄姪浜駅地下鉄姪浜駅
至前原至前原

別府1別府 1

城南区役所西口城南区役所西口

城南区役所城南区役所

中村大学前中村大学前

西南学院大学汀寮西南学院大学汀寮
西南大西南大

防塁防塁

百道1百道 1

202
号線

202
号線

至
六
本
松

至
六
本
松

〒
早良局
〒
早良局

西区役所西区役所 西区役所前西区役所前

ロイヤルホストロイヤルホスト
ウエスト
コート
ウエスト
コート

春日市役所春日市役所

JR春
日
駅

JR春
日
駅

春日公園
野球場
春日公園
野球場

航空自衛隊
春日基地
航空自衛隊
春日基地

光町光町

社会福祉法人福岡市社会福祉協議会
ボランティアセンター

1

2

3

〒８１０−００６２
福岡市中央区荒戸３丁目３−３９
市民福祉プラザ２階
ｔｅｌ．０９２−７１３−０７７７
ｆａｘ．０９２−７１３−０７７８

社会福祉法人福岡市早良区社会福祉協議会
早良区ボランティアセンター

社会福祉法人
福岡県社会福祉協議会

〒８１４−０００６
福岡市早良区百道１−１−１
UMIBE B.L.D １階
ｔｅｌ．０９２−８３２−７３８３
ｆａｘ．０９２−８３２−７３８２

〒８１６−０８０４
福岡県春日市原町３−１−７
福岡県総合福祉センター（クローバープラザ）内
ｔｅｌ．０９２−５８４−３３７７
ｆａｘ．０９２−５８４−３３６９・３３８１
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通　年
被災地支援ボランティア

災　害　・　防　災

海外ボランティア

国　際　交　流
その他

4 月

弁当容器回収
( 被災地支援 )

ﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ回収
( ﾜｸﾁﾝ )

寄付本回収
( 奨学基金 )

古切手回収

ハガキ回収

文房具回収
（ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ支援）

災害支援金
( 被災地支援 )

学生ｻﾎﾟｰﾀｰ
( 学習支援他 )

・九州北部豪雨ボランティア（4/15）
　※うきはベース
・陸前高田市　戸羽太市長による講演会＆    

交流会（４/ ３０）
・「はるかのひまわり絆プロジェクト」種

植え（4/28）

・カンボジア運動会プロジェクト（通年）
　※寄付 BOX 設置　※学生ボランティ

ア団体
・2017 年度海外ボランティア・ワー

クキャンプ （4/13）
   ※事後研修

・障がい学生支援（通年）【各部署連携】
・学内各部署ボランティア募集合同説明会（4/20・

4/23）
・学生サポーター前期募集説明会（4/24）【福岡市教

育委員会】
・ボランティアプラットフォーム説明会（4/17）
・ボランティアの授業（4/26）【社会福祉学科基礎演習】
・ボランティアプラットフォーム説明会（4/26）

5 月

・九州北部豪雨ボランティア（5/19 ～
20）※うきはベース

・エクステンション講座 17 災害時に命を
守る行動と被災者支援活動について 　
(5/ ９、１６、２３、３０)

・《発行物》
　2017 年度海外ボランティア・ワー
　クキャンプ報告書

・チャリティーサンタ説明会（5/10）【NPO
法人チャリティーサンタ】

・学生ボランティア団体募集説明会（5/17）
・手話＆ノートテイク講座 1 日目（5/29）【Ｍ

ＣＰ】

6 月

・九州北部豪雨ボランティア（6/2 ～ 3）
※うきはベース

・エクステンション講座 17 災害時に命を
守る行動と被災者支援活動について 　
(6/6）

・東日本大震災及び九州北部豪雨災害ボラ
ンティア（6/7）※チャペル報告

・西南学院同窓会講演会・懇親会（6/8）
・福岡市総合防災訓練（6/9）
・九州北部豪雨ボランティア（6/16 ～　

17）※うきはベース
・2018 年度 東日本大震災ボランティア

募集説明会（6/21）

・海外ボランティア・ワークキャンプ
（6/5）※チャペル報告

・ＮＧＯ合同説明会 In 西南学院大学
（6/13） 

　【( 特活 ) ＮＧＯ福岡ネットワーク
　（ＦＵＮＮ）】

・ありがとう講座 vol.1(6/4)【一般社団法人　笑い文
字普及協会】

・手話＆ノートテイク講座 2 日目（6/5）【ＭＣＰ】
・手話＆ノートテイク講座 3 日目（6/12）【ＭＣＰ】
・エクステンション講座 18 子どもを共に見守る社会

へ～福岡市の子ども事情 ( ６/ ２０、２７)
・学生スタッフ研修（6/23）【(株)ラーニングバリュー】

7 月

・九州北部豪雨災害＜祈りの会＞　
『～ Remember7.5 ～九州各地に想いを馳

せて…』(7/5)
・九州北部豪雨ボランティア（7/7 〜８）

※東峰村宿泊活動
  （大雨により中止）
・西日本豪雨百道浜海浜公園清掃ボラン

ティア (7/14、16)
・西日本豪雨被災者支援募金（7/17 ～

7/27）
  【学生ボランティア団体】
・東日本大震災ボランティア事前研修会
  【バプテスト連盟】（7/12、7/24）
・東日本大震災ボランティア事前研修会
  【大学間連携】（7/27）

・海外旅行保険と学生向け危機管理
セミナー（7/11）

　※補助金対象者任意参加【大学国
際センター】

・エクステンション講座 18 子どもを共に見
守る社会へ～福岡市の子ども事情 (7/4、
１１、１８）

・ありがとう講座 vol.2(7/12)【一般社団法
人　笑い文字普及協会】

・ボランティアコーディネーション力３級検
定申込受付期間

　（7/19 ～ 9/19）
　【共催：特定非営利活動法人 日本ボラン

ティアコーディネーター協会 (JVCA)】
・百道浜校区夏祭り (7/21) ※学生スタッフ

OPEN

8 月

・九州北部豪雨ボランティア（8/11 ～ 12）
　※うきはベース
・夏休みこども防災教室 in 西南学院大学
　（8/8、9）【UR 都市機構】
・東北学院　石巻市雄勝町（8/1 ２～ 8/ １６）
・東北学院　亘理郡山元町（8/19 ～ 8/2 ３）
・東日本大震災ボランティア事前研修会
  【バプテスト連盟】（8/22）
・九州北部豪雨ボランティア（8/27 ～ 30）
　※うきはベース
・東日本大震災ボランティア（8/ ２９～ 9/ ３）

【バプテスト連盟】
　活動場所：岩手県・宮城県 
・ヤングリーダーズ国際研修 2018 in 陸前高

田 (8/31 〜 9/6)【岩手大学】

・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：カンボジア（8/8 〜 8/14）【ボラプラ】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：ネパール（8/9 〜 9/3）【ＦＩＷＣ】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：中国（8/10 〜 9/1）【ＦＩＷＣ】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：カンボジア（8/15 〜 8/21）【ボラプラ】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：カンボジア（8/17 ～ 8/21）【ボラプラ】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：カンボジア（8/17 ～ 8/23）【ボラプラ】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：カンボジア（8/17 ～ 8/30）【ボラプラ】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：フィリピン（8/18 〜 9/8）【FIWC】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：カンボジア（8/22 ～ 8/28）【ボラプラ】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：中国（8/24 〜 9/1）【ＦＩＷＣ】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：カンボジア（8/24 ～ 9/8）【ボラプラ】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：モンゴル（8/27 〜 9/10）【NICE】
・海外ボランティア補助金対象プログラム
　活動場所：カンボジア（8/31 〜 9/6）【ボラプラ】

・オープンキャンパス相談員 (8/4 〜 5)
・子どもたちとの交流イベント（卓球部）

(8/10)　【田隈公民館】
・福岡こどもの家引っ越しボランティア

(8/24)

9 月

・九州北部豪雨ボランティア（9/ 6 ～ 8）
　※うきはベース
・九州北部豪雨ボランティア（9/15 ～

17）※うきはベース

・大学ボランティアセンター学生スタッフセミ
ナー 2018(9/4 〜 5)

・百道浜清掃ボランティア及び大学キャンパス
ツアー (9/10)【カレッジ福岡】※学生スタッ
フ OPEN

・久山療育園開園祭ボランティア（9/22）

2018 年度ボランティアセンター活動記録（前期）
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2018 年度ボランティアセンター活動記録（後期）

通　年
被災地支援ボランティア

災　害　・　防　災

海外ボランティア

国　際　交　流
その他

10 月

弁当容器回収
( 被災地支援 )

ﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ回収
( ﾜｸﾁﾝ )

寄付本回収
( 奨学基金 )

古切手回収

ハガキ回収

文房具回収
（ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ支援）

災害支援金
( 被災地支援 )

学生ｻﾎﾟｰﾀｰ
( 学習支援他 )

・東日本大震災ボランティアチャペル報告
（10/24）

・地域防災力を高める避難所運営訓練ボラン
ティア (10/27)

・九州北部豪雨ボランティア（10/20 ～ 21）
　※うきはベース
・九州北部豪雨ボランティア（10/28）
　※うきはベース

・2018 海外ボランティア報告会
(10/25)

・学生サポーター後期募集受付（10/3 ～ 10/4）【福
岡市教育委員会】

・チャリティーサンタ説明会（10/22）【NPO 法人チャ
リティーサンタ】

・ふくおか学生ボランティアミーティング（10/27）
　【福岡市ＮＰＯ・ボランティア交流センター「あす

みん」】
　※ボランティアセンター学生スタッフ

11 月

・宝台団地の避難訓練にて、活動報告
（11/4）【UR 都市機構】

・東日本大震災ボランティア報告（11/11）
　報告場所：福岡ベタニヤ村教会　
　※ 【バプテスト連盟】
・九州北部豪雨ボランティア（11/17 ～

18）※うきはベース
・北九州エマージェンシードリル /KED

２０１８(11/24 ～ 25)【九州国際大学】
・地域活動に携わる学生の集い (11/24 ～

25)【北九州市立大学】
・「女性の視点を活かした防災ミニブック」

を活用した研修の検討会議 （11/26）
　【福岡市】

・秋元義彦氏による講演会（11/15） ・ボランティアコーディネーション力３級検定
（11/3）

　【共催：特定非営利活動法人 日本ボラン
ティアコーディネーター協会（JVCA）】

・大学祭出店（11/15 ～ 11/18）
　※学生ボランティア団体

12 月

・ 九 州 北 部 豪 雨 ボ ラ ン テ ィ ア（12/1 〜
12/2）※うきはベース

・京都学生 FAST（12/8 〜 12/9）【福岡県】
※学生ボランティア団体「いと」

・ 九 州 北 部 豪 雨 ボ ラ ン テ ィ ア（12/15 〜
12/16）※うきはベース

・「女性の視点を活かした防災ミニブック」を
活用した研修の検討会議   （12/19）【福岡市】

・被災地の仮設住宅へクリスマスカードの送
付（東北・朝倉）

・クリスマスカードの送付（東北・熊本）
　【被災地にクリスマスカードを届けよう！プ

ロジェクト】
・福岡県学生消防防災サークル認定 (12/26)
【福岡県】※学生ボランティア団体「いと」

・ふくおか県民文化祭「ふくおか文化ボラン
ティアフォーラム 2018」(12/2)

・百道浜校区餅つき (12/9 ) ※学生スタッフ
OPEN

・マスコミ懇談会 (12/18）
・「ふくおか共助社会づくり表彰」の表彰式

(12/25)【福岡県】

1 月

・ 九 州 北 部 豪 雨 ボ ラ ン テ ィ ア（1/5 〜
1/6）※うきはベース

・「女性の視点を活かした防災ミニブック」
を活用した研修の検討会議   （1/9）

　【福岡市】
・九州北部豪雨ボランティア（1/19 〜

1/20）※うきはベース
・2018 年度 西南学院大学 
　被災地支援ボランティア報告会（1/16）
　　※東日本大震災・九州北部豪雨

・ベイラー大学学生との交流ボランティア事
前研修 (2/8、2/15、2/19、2/22)

・「街なか手助けサポートプロジェクト
　『たすけっと』」説明会
　【大日本印刷】(1/17)

2 月

・九州北部豪雨ボランティア（2/16 ～ 2/18）
　※うきはベース
・福岡市社会福祉協議会災害ボランティアセンター

運営マニュアル検討会議（2/21)
・「女性の視点を活かした防災ミニブック」を活用

した研修の検討会議   （2/27）【福岡市】

・ 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 支 援 表 彰 式 
Pao(2/8)

・久山療育園スタディツアー※学生スタッフ
OPEN 主催（2/19）

3 月

・被災地支援チャリティイベント「サファテ選手
　トークショー」(3/2)
・九州北部豪雨ボランティア（3/2 ～ 3/3）
　※うきはベース
・被災地の大学生が交流する「くまもと交流プログ

ラム」（3/7 ～ 9）【熊本学園大学】
・東日本大震災ボランティア報告（3/10）
　報告場所：久留米教会、久留米荒木教会　
　※ 【バプテスト連盟】
・九州北部豪雨ボランティア（3/16 ～ 3/18）
　※うきはベース
・「女性の視点を活かした防災ミニブック」を活用し

た研修の検討会議   （3/26）【福岡市】
・九州北部豪雨ボランティア（3/25 ～ 3/27）
　※うきはベース
・福岡市社会福祉協議会災害ボランティアセンター

運営マニュアル検討会議（3 月 )

・Passages［難民体験シミュレーショ
ン］(3/9)

・ベイラー大学学生との交流ボラン
ティア事前研修 (3/7、3/12)

・ベイラー大学学生との交流ボラン
ティア活動（3/13 ～ 3/16）

・久山療育園チャリティーコンサート (3/2)
・復興ボランティア学ワークショップ（3/5）
　【石巻専修大学山崎ゼミナール】
・マスコミ懇談会 in 東京オフィス (3/5)
・《発行物》
　　2019 年度ボランティアガイドブック
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2019年度 学院聖句

おのおの善を行って隣人を喜ばせ、

互いの向上に努めるべきです。

ローマの信徒への手紙 15 章 2 節（新共同訳）


